
 

●茶葉を入れる

 　　　・キャップを外し、本体に茶葉を ・茶葉を入れる量は、本体シャフト部の
　　　　入れキャップをします。 　赤色リングの位置（茶葉約7グラム）
　　　　キャップ、受け容器ともにはめ 　以下にしてください。
　　　　込み式のため、ひねりながら 　赤色リングの位置以上に茶葉を
　　　　ゆっくりと抜き差しをします。 　 　入れると、挽いた粉が刃の間に

 　　　　 　詰まり故障の原因となる可能性が
　あります。

・ハンドル60回転で約1グラムの茶葉を挽くことができます。
　約1グラムの茶葉で湯のみ1杯分（約100cc）のお茶をいれることができます。
・刃の破損や目詰まりの原因になるので、乾燥した茶葉以外のご使用はおやめください。
　茎茶や茎が含まれている茶葉を挽くことができません。

●粒度調節をする

　・受け容器を外し、調節ネジを緩める（反時計回り）と粗く、締める（時計回り）と細かく
　　挽くことができます。
　　そのとき、キャップが外れないようにご注意ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・受け容器を本体にセットします。
・ハンドルをシャフトの奥までしっかりとはめ込み、本体とハンドルを持ち、
  ハンドルを時計回りに回すと茶葉が挽かれ受け容器に粉が落ちます。
・本体を真っ直ぐ持ち、ハンドルを可能な限り上下させないように1秒に
  1回転の速度でゆっくりと回してください。

　　　　　

●挽く

ポーレックス お茶ミル・Ⅱ　使用方法

注意点

・細かい粒度設定のときは、粗い粒度設定に比べハンドルを回す力が必要に

なります。

・調節ネジを締めすぎると、調節ネジが外しにくくなります。

・調節ネジを締めすぎたまま茶葉が刃と刃の間に入っていない状態でハンドル

を回すと、刃がこすれ、破損の原因となります。

・調節ネジを締めすぎると、刃が本体回り止めから外れ、空回りすることがあり

ます。

空回りすると本体回り止めが破損する原因となるので、必ず本体回り止めに

刃をセットしなおしてください。
・調節ネジを緩めすぎると、茶葉のまま出てくる可能性があります。

そのときは、調節ネジを締めて粒度調節をしなおしてください。

細かく

粗く

調節ネジ

茶刃ベース



　　・挽き終わった後、本体からハンドルと受け容器を外すと、本体を調節ネジの面を下にして
　　　立てて置くことができます。
　　　そのとき、テーブル等に刃や刃の周辺部に残った粉が落ちないよう小皿等に置くことを
　　　おすすめします。

　　　

　①刃の外周にある刃回り止めを本体内部にある本体回り止めに合わせて入れます。

 
 

 

　②2枚目の刃を刃面からシャフトに入れます。 ③茶刃ベースをシャフト回り止めに合わせて入れます。
　 茶刃ベースを左右に動かしながら入れると、
   入れやすくなります。

　　 ・
　　　 　

　
　

●組立方法

注意点

・ハンドルを速く回したり、長時間ご使用を続けると刃や刃の周辺部が熱くなることがあります。

そのときは、ご使用を中断し冷めてからご使用ください。
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　・茶刃ベース回り止めが2枚目の刃にひっかかり動かせないときは、刃を回し、
　　茶刃ベース回り止めに刃の穴を合わせると隙間なく入れることができます。

　④調節ネジをシャフトに通し、締め、本体に ・調節ネジの向きについて
　   受け容器とキャップを セットします。 　凹凸がある面からシャフトに入れ、茶刃ベースへあたるように
 　 　セットしてください。
　

　　　　　　 

　　

●分解方法

　・受け容器を外し、調節ネジを緩めて（反時計回り）外すと、茶刃ベースと刃が外せます。
　　そのとき、刃を落とさないようにご注意ください。
　・ご使用後に分解するときは、挽いた粉が散るのでご注意ください。

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・刃が取り外せないときは、茶刃ベースをシャフトに入れ、茶刃ベース攪拌部を刃の穴に合わせ、
　　右に少し動かすと外すことができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　

（上から見たとき） （横から見たとき）調節ネジ
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●お手入れについて

・ポーレックス お茶ミル・Ⅱは分解掃除をすることができます。
　いつまでも気持ちよくお使いいただくために、ご使用後のお手入れをおすすめします。

・挽き終わった後は、刃や刃の周辺部に挽いた粉が残ります。
　そのままにしておくと、ご希望の粒度が得られなくなったり故障の原因となる可能性があります。

・残った粉は時間とともに酸化していくので、翌回、茶葉を挽いて風味を楽しむときに影響を及ぼす可能性があります。

・密封容器ではないので、本体に茶葉を入れたままにすると、茶葉が湿る可能性があります。
　湿った茶葉を挽くと、刃の目詰まりの原因になるので、本体に茶葉を入れたままにしないでください。

・本体と受け容器が重なる嵌合部に挽いた粉がはさまると、傷の原因になったり受け容器が取り外しにくくなる可能性
　があります。

・刃は歯ブラシ等小さなブラシで、その他パーツは柔らかいスポンジ等を使って水洗いすることをおすすめします。
　挽いた粉がとれないときは、湯または水につけおきすると、とれやすくなります。

●ポーレックス　お茶ミル・Ⅱについて

・ポーレックス　お茶ミル・Ⅱは、キャップ・本体・受け容器がネジ式ではないため、嵌合に関して緩め・きつめと
　製品個々により若干の差異があります。

・刃はセラミック製のため、寸法・形状において製品ごとに若干の差異があります。

・刃の中心部に成形時の跡が残っている場合がありますが、この跡によって刃が破損することはないので、
　安心してお使いいただけます。

ご注意
・水洗い後は、よく乾燥させてからご使用ください。

・傷の原因になるので、クレンザーや金属たわしでの洗浄はおやめください。

・煮沸消毒はおやめください。

・食器洗い乾燥機や電子レンジのご使用はおやめください。

ご注意

・刃こぼれの原因になるので、空回しはおやめください。

・ぶつけたり落としたりすると破損の原因になります。

破損した場合はご使用をおやめください。

・火のそばに置かないでください。


